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1988-1989年エレバス火山の国際共同観測

神沼克伊＊

International Mount Erebus Eruption Mechanism Study in 1988-1989 

Katsutada KAMINUMA::, 

Abstract: A program to continuously monitor the seismic activity of Mount 

Erebus (77.5°S, 167°E, 3794 m) in Antarctica and to identify the mechanism of its 

eruption has been continued since January 1987 as an international cooperation 

between New Zealand and Japan, named lMEEMS (International Mount Erebus 

Eruption Mechanism Study). A TV camera for monitoring explosions from the 

lava lake in the summit crater was installed at the crater rim of Mount Erebus. 

The video signals were transmitted to Scott Base of New Zealand by radio-telemetry 

and the exact time of eruptions was recorded using the same time code of the 

seismic network. 

A Japanese scientist participating in the J ME EMS visited Scott Base in December 

1988 and conducted a series of observations of seismic and video recordings. 

The volcanic activities of Mount Erebus in December 1988 were nearly in the 
same situation for the last few seasons. 

要旨： 1988-1989年の由極の見シーズン， ニュージーランドとの国院共同観測で

火施している「エレバス火山国除噴火機構の研究(IMEEMS:International Mount 

Erebus Eruption Mechanism Study)」に参加した. IMEEMSの大きな目的はエレ

バス火山 (77.5°S, 167°E, 3794 m)の山体内での地哀観測と，山原火日縁に TVヵ

メラを設説して火 11からの噴火を火時間でスコット）人地に込リ，モニターとビデオ

叫録することである．これにより，爆発の瞬間の時刻が決定でき， IriJ時に允生する
池点と対応させることができる．

11本はこれまでどおり，スコット人は地に設骰してあるレコーダー姐の（呆守，｝仄検，

晶録の整理などを分担した．

l988年12月，エレバス火山の地姦活動由jfj年lri'J様に低かった．唄火ii12月後半の

161 I間に TVモニター上で 35[1__1]1記録された．エレバス山の火山活動ぱ全体に前年

とIii]じ程度であった．

1. vましがき

国立極地研究所は 1980年 12月から 1986年 12月までIJ本・アメリカ・ニューシーランド

三国共同で「エレバス火山国際池紺研究 (IMESS:International Mount Erebus Seismic 

Study)」を夷施してきた（神沼， 1981, 1983, 1984, 1985, 1986, 1987;、り寸lも， 1982; 渋

谷ら， 1984). このフロジェクトを引き継ぐ形で， 1987年 1月から「エレバス火山の噴火機

構の研究 (IMEEMS: International Mount Erebus Eruption Mechanism Study)」が発足

した．本フロジェクトはニュ ‘`‘ ー、ノーラン］、ヒクトリア大学の Dr.R. R. DIBBLEとの共同
研究である．ニュージーランド側の主導で，国立極地研究所は IMESS同様に記録器関係の
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｛呆‘ヽ『と磁気テープ，記録紙などの消耗品を供給することでプロジェクトは発足した．

IMEEMSの特徴ぱ火口緑に TVカメラを設置し，映隊をテレメーターでスコット甚地に

送り，［だ時問でモニクーとピデオテーフヘの記録をしていることである．地震観測網と同じ

時汁を使うことにより，噴火の起こった時間と，それに伴って発生する地震の発生時刻とを

厳密に比較することができ， 火山噴火の詳細なメカニズムの解明を目的にしている (KAMI-

NUMA et al., 1988; DIBBLE et al., 1988). 

1987-1988年のシーズソぱニュージーランド側からの招請を受げたが日本からは参加でぎ

なかった. 1988-1989年のシーズンは筆者がスコット床池を訪れ， 1988年 12月の 1カ月問，

共同観測に従ボした．本報告はその概略である．

2. 調査汁両と準備

本シーズンの現地での調在計画は次の各項である．

1. 山頂に，没謹してある TVカメラの交換，保'、r.
2. スコット甚地の地'u尾記録器類の保¥'f,/、尺検．

3. TVカメラから送られる映像信号のビデ土記録．

4. 磁気テープから地点の可視記録を作成．

5. ビデオによる噴火の確認と地震記録との対応．

6. 地混記録の賂理，読み取り．

このうち 1, 3は主としてニュージー・ランド側が， 2,4, 6は日本側が責任を持ち， 5は共

同で実施し，神沼が帰国後はニュージーランド側が行った．また，神沼はニュージーランド

側に対し，地震記録の再牛，読み取り， ビデオで確認された噴火の地哀現象の確認，その読

.J-;.. 取りを指導するとともに，越冬して品録器を保守する隊員に対し，記録器の保守，点検，

読み取り柩理などについて教育，指導した．本プロジェクトの予算執行状況は以下のとおり

である．

一般会計

特別会叶

磁気テープ他

氾録紙他

1,838, 720円

134,520円

3. 行動の概要

11月28日夜， H本を出発， 29日昼，オークラソド経巾でクライストチャーチに到着した．

クライストチャーチでは DSIRの南極局での諸打ち合わせ， クライストチャーチの日本領

惰館の訪問などを行い， 12月2日，スコット某地に到清した．到着後， 日本から送付してあ

った荷物の開梱を行い，ただちに地‘表品録の再生，読み取り，整理を開始した．

DIBBLE らニュージーランド側の人々はすでに山頂に滞在しており， TVカメラの設置作

業に人っていた． この山頂の人達と連絡をとりながら， ビデオレコーダーの調整も行った．
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DIBBLEは 12月 18日に帰国したが，その後は同博士の学生とスコット基地の越冬隊員らと

共同作業を行った．最後の 10日問ほどはニュージーランド側への教育指導を屯点的に実施

した．宅な行動を表 lに示した．

表 1 1988年皮行動｝こ

Tahle 1. Itinerary in December /988. 

年月 11 ．． ．
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スコット届地到着，基地生活オリエンテーション

荷物の開梱，賂理，加地会諮

品録の枢理，丘茫み販り (16日まで）

ビデオ調楕仮 サバイバルスクール

マクマード基地に行き，地学研究棟の日本物品を/,i_検

サバイバルスクー Iレ

Omnu→：ら111頂より）月る．）店地会話．

水緑偵察旅行に参加

ウィンドレスバイトのテレメーター点検に DIBBLEらとともに行
く

スコット語地に設砒してあったレコーダーを修理して持ってきた
ものと交換．屈地会議

1記録の再生，戒み販り (28日まで）. DIBBLE帰国

ニュージーランド側への教脊開始 (28i ! まで）
ビデオ記録のチェック (29j [まで）

再生用レコーダーの修理

アライバルハイツヘ行く

駈地会議

クリスマスで休II 

祈しくなったスコット）よ地全休の説明を聞く

帰国準備

梱包

再三の予定疫更後，スコット枯地発 2100, 2300離胚

0900クライストチャーチ着

4. エレバス山の活動概要

エレベス山頂火口内に 1972年以来存在し， 1984年 9月の噴火の時に一時消滅し， 1985年

12月にぱ再び存在していた溶岩湖の表而が本シーズンは完全に固結していた．固結した溶岩

視lの表面に4憫の小さな噴火口が並び，大彦な噴火はそこから起こっていた． この噴火口は
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その小さな形からアメリカの 1セントの硬貨にたとえ， four penniesと呼ばれた．

例年のとおりスコット基地に滞在している間， 噴坪活動を記録した． 表2には噴姉贔を前

報（神沼， 1978, 1980) と同じように次の 3段階に分けて示してある．

表 2 噴

Tahle 2. 
----c- --二ここ"--
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Size of plume. 
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Date act1v1ty 
— -1---- -—--~ ―-----------------

1988 Dec. 16 3 (0800)→ 0 (2000) 

17 0 

18 

19 

20 

21 , 

22 i 

23 j 

24, 

25 ; 

26 

27 

28 

29 

化

3 (0800)→ 1 (evening) 

3 (morning)→ 3 (evening) 

no visibility 

I (2130) 

2 (0930) 

I (morning)→ 0 (afternoon) 

I 

I 

no visibility 

ditto 

ditto 

ditto 

ditto 

ditto 

0 (nil) 

1 (week) 

2 (medium): 

3 (large) 

噴煙が認められない，

山頂付近に噴煙が見える，

噴匪が山頂から立ち昇っている，

噴湮が 200m以上垂直に立ち昇っているか，

し、てしヽる．

または水平に長くたなび

噴坪ぱ時間とともに大きく咲化する． 表2に視認時刻とともに示したのは視認した噴姉畠

の 1日のうちの最大贔で， 一日中同じような状態だった時には， 数字のみを示してある． ま

た大ぎな疫化があった場合はその変化を示した．

噴煙量はその時の気象条件にも左右され，

噴亜活動があることは火口内には高温の物体があることで，

火山活動の直接の指梗とはならない． しかし，

その活動が活発であることを示

している．

ビデオ 1記録がでぎるようになった 12月 16日から 31日までの 16日間に TVモニクー（ビ

デオ i記録も同じ） に記録された噴火は 35回であった． この間， スコット某地（山麓）から山

頂は視認できなくとも． 火口内の様子はビデオに品録されていたり， Jal辺は快睛であっても，

火口内にはガスが充澁して， 噴火の有無が確認できないことも名い． また， ガスの中に突然，

火山噴出物が現れ，

噴火ぱ溶岩湖が固結した表面 (lavalake with solidified surface layer) とその周辺に点在

噴火は確認できたが， その場所は確定できないこともあった．



434 神沼克伊

表 3 噴火回数

Table 3. Daily number of eruptions. 

〔南極資料

Spot 
Date 

Lave lake Active vent 

Dec. 16 3 

17 3 

18 

19 

20 

21 5 

22 2 
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24 cloudy 

25 cloudy 

26 1 

27 2 

28 8 2 

29 3 

30 

31 1 

N 
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40 
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゜ 5
 

10 15 20 25 3031 

December 1988 

図 1 山頂観測点で数えたエレバス山の f=j別地震[1ij数

Fig. 1. Daily ji-equency of local earthquakes counted at the summit station. 

する火孔 (activevents)から起こっている．確認された噴火は合計35回，その結果を表3に

示した. Lava lakeからの噴火は 30回， activeventsからの噴火は 5回あるが，前者は爆発
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的，後者は "gasjetting eruption" と呼べる， ガスの噴出が数1才少続く噴火であった．

図 lには山頂付近の地点観測点で数えた 12月の日別地店数を小した．」也糾数は 9-47回と

変化し， u平均の地点数は 22である．

前年と比較して，本シーズンの浴岩湖そのものは表面が固結しているが，噴火活動のパタ

ーンはほとんど変化のないことを示している．

この調牡への H本からの参加は， ニュージーラン＇ド科学産業省 (DSIR)南極局の Hugh

LOGAN局長の招請により夷視できた．同局長に心から感謝する．｛り噌iに出発に媒しては，

国立極地研究所惧業部の協）Jを得た．）厚くお礼中しあげる．
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